
８月定例記者会見資料 

平成 25年８月５日（月）13：00～ 

ハイトピア伊賀５階 学習室２ 

 

１. 市長からの発表 

・庁舎第１駐車場の改修について 

市役所東側の市庁舎第 1 駐車場につきまして、出口が南側だけでありますので電車通

行時には交差点が渋滞し、車両が道路に出るまで時間を要している状況であります。 

このような状況を改善するため、出口を東側に増設し、東側を出入口に、南側を出口

とすることでスムーズな車両の進入・退出の確保を図ります。 

また、駐車場東側の区画幅を広く取り、現状幅 2.3m を 2.5m へ、さらに交番跡地を

駐車場として活用していきます。 

工期は、9 月 21 日までですが、第一期工事として、今日から 9 日（金）まで既設排水

管（U 字溝）を改修して暗渠管にするとともに、交番跡地を舗装します。第二期工事は、

8 月 19 日（月）から区画線の引きなおしと守衛ボックスの移転を予定しています。 

なお、工事期間中、駐車場内に警備員を配置して安全対策を図ります。それぞれ部分

的に工事を実施しますので、一部駐車できない箇所がありますが、市庁舎第１駐車場と

してはご利用いただくことは可能です。 

また、8 月 10 日（土）から 18 日（日）の期間は工事を中断しますので、市庁舎第 1

駐車場は全面利用していただけます。 

 

・市道蛇池上野公園線他１線道路改良工事について 

６月議会で補正予算の可決をいただきました市道蛇池上野公園線他１線道路改良工

事についてですが、北庁舎の解体後、矢板を設置がされたままになっております、市道

蛇池上野公園線と上野公園線の庁舎側法面につきまして、地質調査を行い法面の復旧工

法が決まりました。 

工法といたしましては、周囲の景観を考慮し、植生ブロックによる法面工事を行いま

す。これは、大型のコンクリートブロックと植栽用のマスが一体となった製品で、この

マスに植栽を行い法面緑化行うものです。 

また、庁舎北側の市道蛇池上野公園線南側には歩道が設置されていないことから、歩

道整備も合わせて行うと共に、民家がある為に屈曲しております北側の歩道につきまし

ても、空家となっていることから撤去して整備を行うべく、所有者と交渉を行っており

ます。 

新設する歩道は歩車道分離ブロックを含め 2ｍを計画しております。施工延長は、2

路線を合わせて 128ｍです。施工時期につきましては、現在、設計段階でございますが、

準備が整い次第、工事を実施していくこととしています。 



○主な質疑応答 

（記者）駐車台数は変わりませんか。 

（管財課長）第 1駐車場は現在 76台の区画があります。今回、8台を増設しますが、東

側の一段低い駐車場については 2.3mの幅しかなく、それを 2.5ｍに広げるため 7台少な

くなります。結果として、1台増の 77台の区画となります。 

 

 

２. ８月の主な行事予定 

 

(1)第 36回大山田ふるさと夏まつり 

日時：８月 15日（水）16:00～  

場所：大山田せせらぎ運動公園 

内容：カヌー体験会、舞台イベント、各種団体出店、創作花火、打ち上げ花火等 

   問い合わせ先：大山田ふるさと夏まつり実行委員会  

山田地区市民センター内（47-1777） 

            

 (2)市民夏のにぎわいフェスタ 2013 

 
○前夜祭 

日時：８月 17日（土）16:00～21:00 

場所：上野運動公園周辺 

内容： BUNTO STAGEご当地キャラフェスタ in伊賀 2013  16:00～ 

伊賀市市民打ち上げ花火大会  20:00～  

問い合わせ先：伊賀市打ち上げ花火実行委員会（090-9195-0872） 

 

○楽市楽座 

日時：８月 18日（日）12:00～21:00 

場所：上野銀座通り及び本町通り周辺（歩行者天国） 

内容：楽市（フリーマーケット）、楽座（イベント） 

問い合わせ先：市民夏のにぎわいフェスタ 2013実施委員会  

上野商工会議所（21-0527）商工労働課（43-2306） 

 

(3)2013同和問題講演会 

 
日時：８月 26日（日）13:30～ 

場所：青山ホール 

演題：貧困と人権 ～つながりの中で生きるために～ 



講師：社会運動家 反貧困ネットワーク事務局長 湯浅 誠さん 

問い合わせ先：青山支所住民福祉課（52-3232） 

 

 

３. その他（主な質疑応答） 

 

（記者）校区再編について、教育委員会が地元へ示した案に対して市長はどう思います

か。 

 

（市長）地域の実情を考慮し、長い期間を視野に入れて勘案した結果だと理解していま

す。西部、北部ともいろいろな提案があったようですが、熟慮した結果であり、皆さん

の意見を伺ってもう少し精査していくものと思っています。 

私が大きな方向性を示して教育委員会が決定しています。それを地元の方がどう受け

止めるか、教育委員会がどうするのか、私が意見を述べる段階ではないと思っています。 

 

（記者）校区再編が止まってしまうことが危惧されますがどうですか。 

 

（市長）子どもたちのために始めた事業ですので、しっかり認識していただくことが大

事であると思っています。 

 

（記者）この計画で住民合意は得られますか。 

（市長）それぞれのよい方向性を出したいと考えています。 

 

（記者）市道蛇池上野公園線は公園を整備するということですか。 

 

（市長）道路の整備です。緑化を進めるとともに景観に配慮したものです。美しい空間

でありそれを生かせると思います。 

 

（記者）街路樹の件についてですが、銀座通りの方々は、松くい虫の農薬散布による健

康被害を気にしておられるようです。桜はいいとしても松の葉が側溝に入るため、松は

街路樹としては厳しいのではないかと思いますがどうですか。 

（市長）そういう被害の報告は聞いていません。また、松の木の本数は少なく考えてい

ます。 

 

（記者）地方交付税について、伊賀市の額が 95億 4,000万円ほどに決まったみたいです

が、6 月議会で職員の給与を削減して、予算を確保したことに対し市長の所見をお願い

します。 

 

（市長）無理をして今回のみ受け入れた結果であると思っています。確たるものがない

だけに危険回避しなければならない苦渋の選択でした。その結果、何も反映されないの

であれば地方を愚弄したことになります。この先も注目していきたいと思います。 



 

（記者）上野商業高校の跡地について、消防本部が移転するのは何年ごろになりますか。 

 

（市長）消防無線のデジタル化を平成 28年までに実施しないといけませんので、消防施

設については広域化を含めてすみやかに実施したいと考えています。県は県で算定し、

市は市で算定し、それを突き合わせてどれくらいの価格になるのかこれからしっかり話

をつめていきたいと思います。 

 

（記者）市として考えているリミットはいつ頃ですか。 

 

（市長）全部壊したらいくらになるのかという話もありますが、この建物は壊す、この

建物は残すといった場合にどのくらいの評価になるのか、それぞれ出し合ってすり合わ

せていますが、なるべく早い時期にしたいと考えています。利用については、どう使う

か市単独では決められないので、地元の意見も聞かなければならないと思っています。 

 

（記者）公共施設白書を出して、今整理している状況のなかで、新しいものを買うとい

う話はどうですか。 

 

（市長）いろんな場所があり、施設の更新がある場合に、今であるという時があります。

そういった意味で 10 年待つのか、20 年待つのか、整理が終わってからするのか、必要

度、時期、タイミングをしっかり見据えて実施することが大事だと思っています。 

 

（記者）消防本部の今の場所はどう思いますか。 

 

（市長）消防のデジタル化にはキャパシティがなく消防適正配置からも必ずしも今の場

所でなくてもよいと思います。 

 

（記者）成和中学校はどうしますか。 

 

（市長）今すぐということではありませんが、市の財政状況に資するように処分したい

と考えています。なるべく公共性のあるものに使っていただきたいと思っています。 

 

（記者）不燃物処理場はどうしますか。 

 

（市長）ごみ等の計画について方策をまとめているところです。公共的な場所になれば

よいと思っています。 

 

（記者）庁舎に関する市民アンケートについて、現在地を希望する人が 73％であったこ

とについてどう考えていますか。 

 

（市長）各エリア別の無作為抽出であり、人口割合から旧上野地域の抽出が多い結果だ

と思います。アンケート結果は検討委員会で検討していただく一つの材料だと考えてい



ます。貴重なご意見ですが、それがすべてではないと思っています。 

 

（記者）回答の中でその他の項が過半数になるのはアンケートの質問の設定が悪いので

はないかという意見もありますがどう思いますか。 

 

（市長）質問の中で、文化財価値があり重要な建物であることを市民の皆さんが認識さ

れていたか疑問です。 

 

（記者）過半数の自治協議会がその他に丸印を付けており、住民自治協議会の皆さんは

重要な建物であるという認識はないということだと思います。 

 

（市長）住民自治協議会の皆さんは現在のところ以外という意見が多かったことから、

それぞれの地域で会議を開いていただき、自分たちの地域にとってどうあるべきか考え

ていただいた結果だと思っています。 

 


